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九
州
大
学
グ
ロ
ー
バ

ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ(

Ｇ-

Ｃ
Ｏ
Ｅ)

「
未
来
分
子
シ
ス
テ
ム
科

学
」（
平
成
19-

23
年
度
、

拠
点
リ
ー
ダ
ー　

君
塚

信
夫　

工
学
研
究
院
応
用
化
学
部
門　

主
幹

教
授
）主
催
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
２
０
１

１
年
5
月
9
日（
月
）-

11
日（
水
）、
福
岡
市

海
の
中
道
ル
イ
ガ
ン
ズ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
国
内
か
ら

66
名
、
海
外
か
ら
30
名
の
計
96
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
若
手
研
究
者
が
参
加

者
の
70
％
強
を
占
め
、
九
州
大
学
28
名
、
韓
国
・

延
世
大
学
20
名
、
東
北
大
学
を
含
む
８
つ
の

Ｇ-

Ｃ
Ｏ
Ｅ
拠
点
か
ら
22
名
の
総
勢
70
名
の

若
手
研
究
者
が
参
加
し
、
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
初
日
は
新
進
気
鋭
の
招

待
講
演
者
ら
に
よ
る
模
範
講
演（
豪
州
、
台
湾

よ
り
２
名
の
招
待
講
演
、
延
世
大
学
か
ら
６
名
、

九
州
大
学
か
ら
４
名
の
講
演
）、
二
日
目
、
三

日
目
は
若
手
24
名
の
口
頭
発
表
、
46
名
の
ポ

ス
タ
ー
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
口
頭
発
表
や

ポ
ス
タ
ー
発
表
な
ら
び
に
そ
の
質
疑
応
答
は

す
べ
て
英
語
で
実
施
し
ま
し
た
。
特
に
九
州

大
学
の
博
士
課
程
学
生
の
発
表
は
い
ず
れ
も

極
め
て
高
水
準
で
あ
り
、
当
拠
点
の
教
育
研

究
活
動
の
集
大
成
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

初
の
試
み
と
し
て
、
初
日
と
二
日
目
の
晩
に
は
、

若
手
参
加
者
を
無
作
為
に
15
組
に
分
け
て
イ

ブ
ニ
ン
グ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

研
究
や
将
来
の
夢
を
深
夜
ま
で
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
海
外
か
ら
は
韓
国
・
延
世
大
学
が
、

国
内
か
ら
は
化
学
系
Ｇ-

Ｃ
Ｏ
Ｅ
を
代
表
す

る
多
く
の
学
生
を
含
む
若
手
研
究
者
が
参
加

し
、
将
来
彼
ら
が
研
究
者
と
し
て
自
立
す
る

上
で
必
要
不
可
欠
で
あ
る
、
大
学
の
枠
組
み

や
国
境
を
越
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
よ
っ
て
、
若
手
研
究
者
の
う
ち
、
６
割
が

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
の
そ
し
て
９
割
が
日
本
国

内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
で
き
た
と
回
答

し
ま
し
た
。(

図
１
、
２
参
照)

　

こ
の
よ
う
な
若
手
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
形
成
に
つ
な
が
る
環
境
づ
く
り
は
、
従
来

の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
で
は
十
分
に
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
当
初
の

目
的
を
達
成
で
き
た

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
当
拠
点
に
お

い
て
、
東
日
本
大
震

災
後
、
初
の
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り

ま
し
た
が
、
若
手
研

究
者
達
の
「
日
本
の

将
来
、
世
界
の
将
来

は
自
分
達
で
切
り
拓

く
」
と
い
う
強
い
意

志
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
若
手
研
究
者

に
と
っ
て
も
参
加
者
全
員
に
と
っ
て
も
大
変

有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
、
大
成
功

裡
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
九

州
大
学
の
学

生
の
イ
ブ
ニ

ン
グ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

に
対
す
る
コ

メ
ン
ト
を
記

し
ま
す
。
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経
済
学
部
同
窓
会
で

は
、
6
月
3
日
（
金
）、

福
岡
市
・
博
多
都
ホ
テ

ル
に
お
い
て
平
成
23
年

度
福
岡
支
部
総
会
を
開

催
し
た
。
当
日
は
、
来

賓
と
し
て
酒
匂
一
郎
法

学
研
究
院
長
を
迎
え
、

石
橋
英
治
関
西
支
部
長
、

淵
上
敏
晴
東
京
支
部
顧

問
を
は
じ
め
と
す
る
東
京
・
関
西
両
支
部
役
員
、

貫
正
義
福
岡
支
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
福
岡

支
部
役
員
、
名
誉
教
授
の
先
生
方
、
山
本
健

兒
経
済
学
研
究
院
長
を
は
じ
め
現
役
の
先
生

方
、
同
窓
生
、
中
国
等
か
ら
の
留
学
生
等
の
在

学
生
等
々
１
２
０
名
以
上
が
参
加
し
た
。

　

同
窓
会
連
合
会
か
ら
も
、
九
大
広
報
第
68

号
や
、
九
州
大
学
生
涯
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
サ
ー

ビ
ス
の
ご
案
内
、
九
大
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

の
ご
案
内
、
百
周
年
記
念
事
業
の
ご
案
内
等

の
資
料
の
ご
提
供
を
い
た
だ
い
た
。

　

当
日
は
、
福
岡
支
部
の
総
会
案
件
が
審
議

さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
福
岡
支
部

で
は
靏
川
洋
副
支
部
長
が
退
任
し
、
貞
刈
厚

仁
氏
（
昭
和
52
年
卒
）
が
選
任
さ
れ
た
。
他
の

役
員
は
留
任
。
福
岡
支
部
の
今
年
度
活
動
と

し
て
、
総
会
・
役
員
会
等
の
開
催
と
と
も
に
、

2
ヵ
月
に
1
回
の
サ
ロ
ン
会
開
催
や
半
年
に

1
回
の
交
流
ゴ
ル
フ
会
、
若
手
交
流
会
の
適

宜
開
催
等
の
事
業
計
画
も
原
案
通
り
承
認
さ

れ
た
。

　

そ
の
後
、
山
本
研
究
院
長
よ
り
、「
九
州
大

学
大
学
院
経
済
学
研
究
院
の
現
況
」
に
つ
い

て
の
特
別
講
演
が
あ
っ
た
。
山
本
研
究
院
長
は
、

経
済
・
経
営
・
経
営
工
の
学
科
毎
、
男
女
、

留
学
生
、
大
学
院
生
な
ど
多
角
的
に
学
生
、

大
学
院
生
の
就
職
や
進
路
に
つ
い
て
、
新
鮮

な
視
点
で
分
析
、
考
察
さ
れ
、
今
後
の
経
済

学
部
、
同
窓
会
の
行
方
に
つ
い
て
示
唆
に
富

ん
だ
講
演
を
さ
れ
た
。

　

続
く
懇
親
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
上
記
来
賓
や

参
加
者
の
ご
紹
介
の
後
、
懇
談
に
移
り
、
中

国
等
か
ら
の
留
学
生
の
紹
介
の
後
、
学
生
歌

「
松
原
に
」
を
全
員
で
合
唱
し
た
。
当
日
は
博

多
祇
園
山
笠
の
期
間
中
で
も
あ
り
、
貫
支
部

長
を
嶋
田
正
明
運
営
委
員
（
昭
和
54
年
卒
）、

梅
原
晋
運
営
委
員
（
昭

和
59
年
卒
）
が
山
笠
の

長
法
被
姿
で
囲
み
、

貫
支
部
長
が
堂
々
と

し
た
博
多
手
一
本
を

入
れ
て
会
を
終
え
た
。

１
２
０
名
を
超
す
Ｏ
Ｂ
、
留
学
生
が
集
い
交
流
を
深
め
る

〜
平
成
23
年
度
福
岡
支
部
総
会
開
催
〜　

経
済
学
部
同
窓
会

（
経
済
学
部
同
窓
会
福
岡
支
部　

嶋
田
正
明
運
営
委
員

〜
昭
和
54
年
経
済
学
部
経
済
科
卒
）

（
農
学
部
同
窓
会
庶
務
担
当
常
任
理
事　

麻
生
陽
一

〜
昭
和
46
年
農
学
部
農
芸
化
学
科
卒
）

　

平
成
23
年
6
月
4
日
（
土
）、
農
学
部
同
窓

会
評
議
員
会
・
定
期
総
会
を
九
州
大
学
国
際

ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
本
会
に
は
国
内
に
16

支
部
、
海
外
に
6
支
部
が
あ
り
、
例
年
こ
の

会
議
が
支
部
長
を
含
め
た
同
窓
会
員
が
一
堂

に
会
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
会
議
で
は

各
支
部
の
近
況
報
告
や
留
学
生
奨
学
金
の
授

与
式
も
行
わ
れ
る
。
一
方
、
農
学
研
究
院
で
も
、

研
究
院
長
と
支
部
長
と
の
懇
談
の
場
が
設
け

て
あ
り
、
他
の
講
演
会
や
会
合
も
こ
の
機
会

を
利
用
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
午
後
に
は
模
擬
店
形
式
の
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
る
。

　

本
年
の
会
議
に
は
海
外
4
支
部
が
出
席
し

た
が
、
国
内
で
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
も

あ
り
、
10
支
部
の
参
加
に
留
ま
っ
た
。
昨
年
末
、

急
逝
さ
れ
た
五
斗
一
郎
副
会
長
の
後
任
と
し

て
山
﨑
信
行
氏
が
推
薦
さ
れ
、
和
田
光
史
会
長
、

松
浦
修
平
副
会
長
、
お
よ
び
山
崎
信
行
副
会

長
の
体
制
が

整
っ
た
。
決

算
等
の
報
告

後
、
次
年
度

の
入
学
者
か

ら
在
籍
学
生

も
正
会
員
に

含
め
る
と
い

う
規
約
改
正
、

お
よ
び
ミ
ャ

ン
マ
ー
支
部

設
立
が
認
め
ら
れ
た
。
次
い
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
会
員
情
報
利
用
シ
ス
テ
ム
の

運
用
と
整
備
を
初
め
と
す
る
次
年
度
の
事
業

計
画
が
承
認
さ
れ
た
。

　

農
学
部
同
窓
会
で
は
、
こ
こ
数
年
、
屋
内

で
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
懇
親
会
を
止
め
て
、
参

加
者
を
会
員
に
特
定
し
な
い
屋
台
形
式
の
会

を
開
催
し
て
き
た
。
屋
台
を
運
営
す
る
の
は

業
者
で
は
な
く
、
学
生
諸
君
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
る
。
そ
れ
が｢

う
ま
い
も
ん
同
窓
会｣

で
あ
る
。
本
年
は
第
4
回
で
あ
り
、
昨
年
に

比
べ
規
模
は
小
さ
め
で
あ
っ
た
が
、
夕
刻
ま

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
懇
談
と
親
睦
の
実

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

農
学
部
同
窓
会
定
例
会
議

世
界
か
ら
多
く
の
若
手

研
究
者
が
集
い
発
表

国
境
を
越
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

I really enjoyed this 

symposium. Through the free 

discussion, we could share 

our ideas, feelings and future 

plans. Also we could learn 

something about each 

other’s country and culture. 

（「
未
来
分
子
シ
ス
テ
ム
科
学
」

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
事
務
室
広
報
担
当
）
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第 4回うまいもん同窓会

辛韓国支部長の年次報告


